事業経営における予測と計画 by 塚原 仁
借
観
念
を
離
れ
て
「
企
業
本
位
に
示
す
も
の
と
せ
ば
、
英
国
式
を
可
と
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
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上
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三
地
金
践
著
合
計
撃
概
論
。
太
田
哲
三
者
曾
計
畢
綱
要
。
原
島
茂
著
愈
計
撃
講
萌
等
参
照
。
六
昭
和
三
年
九
月
十
日
稿
了
）
事
業
經
營
に
於
け
る
豫
測
と
計
劃
塚
原
仁
最
近
二
三
十
年
間
に
事
業
経
管
に
一
大
担
革
が
過
つ
た
。
そ
れ
は
経
験
的
経
骨
よ
り
斜
塔
的
経
哲
へ
の
褒
化
で
あ
る
。
事
業
経
哲
が
畢
ぷ
サ
ー
ブ
イ
ス
の
拉
供
に
こ
止
ろ
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
す
昏
利
を
迫
求
す
る
限
り
英
経
済
的
活
動
に
よ
っ
て
最
大
の
利
益
を
収
め
之
を
永
粍
ぜ
L
む
る
事
こ
そ
其
最
大
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
れ
。
怨
ら
ぽ
其
利
益
は
如
何
に
し
て
噌
加
L
得
る
や
竺
耳
ふ
に
其
方
餞
に
は
こ
も
る
。
二
性
質
上
高
の
相
加
で
他
は
経
費
の
節
減
で
あ
る
。
然
る
l
に
安
上
品
の
将
恥
は
兢
帝
の
激
甚
な
る
今
日
l
こ
於
て
は
虐
沓
其
地
紋
貿
括
動
に
組
L
丘
額
な
る
経
費
の
将
加
を
馬
さ
ゞ
ろ
限
り
、
之
が
相
加
を
期
待
す
る
啓
は
出
来
な
い
。
換
首
す
れ
ば
経
費
の
槍
加
l
こ
封
L
安
上
高
l
l
相
野
的
に
は
却
て
減
少
す
る
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
考
へ
ー
ろ
時
経
費
薗
城
に
よ
る
第
二
法
が
甚
だ
重
要
な
る
等
を
知
る
の
で
あ
る
。
．
而
し
て
正
に
盆
産
の
相
加
に
も
亦
之
は
必
要
で
あ
る
。
賓
に
事
巣
の
収
益
相
加
の
期
待
l
て
一
に
係
っ
て
経
費
の
節
城
無
駄
の
除
去
能
率
の
村
越
に
あ
り
三
宮
ふ
事
が
出
来
ろ
。
テ
イ
ラ
ー
の
主
唱
に
係
各
科
撃
的
管
理
法
の
研
究
が
経
費
の
節
減
無
駄
の
除
去
の
最
も
教
典
あ
る
工
場
内
の
鑓
産
過
程
に
就
て
先
づ
起
つ
余
事
は
安
に
故
あ
り
三
景
に
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
資
本
及
び
労
力
の
最
大
利
用
無
駄
の
除
去
は
行
き
つ
ま
ら
ん
せ
せ
る
事
業
提
督
に
一
新
生
野
を
打
開
し
お
。
塾
者
技
術
家
の
研
究
は
幾
多
の
貿
重
な
る
戌
尭
あ
虎
み
由
し
辛
。
．生
産
活
動
の
科
挙
化
の
将
帥
は
盟
に
工
場
の
経
哲
に
の
み
隈
局
さ
事
業
経
管
に
於
げ
ろ
毀
細
さ
計
劉
四
二
九
商
業
主
沼
部
る
べ
き
で
は
な
い
。
必
然
事
業
経
替
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
も
備
充
す
べ
き
で
あ
る
。
材
料
の
購
入
、
製
品
の
版
安
資
金
の
調
語
経
管
政
策
の
樹
立
等
の
方
面
ぶ
ま
で
も
此
科
阜
精
脚
か
及
ぼ
し
て
‘
ご
庁
、
科
串
的
管
理
は
始
め
て
其
全
き
た
得
る
事
芯
な
る
の
で
あ
る
。
之
貨
に
欧
洲
大
戦
以
来
硯
は
れ
士
ろ
願
者
な
る
傾
向
で
あ
る
。
一
事
業
は
其
外
界
な
る
財
界
さ
笹
川
h
・
緊
密
な
る
関
係
た
持
っ
て
ゐ
る
o
而
し
て
財
界
が
或
は
繁
柴
或
は
沈
滞
さ
種
々
な
る
形
相
鳥
羽
じ
っ
』
紹
え
ざ
る
'
循
麗
奇
蹟
げ
て
ゐ
る
事
は
A
1
m
ア
何
人
も
疑
な
き
所
で
あ
ら
、
ヲ
。
事
業
は
此
財
界
の
一
組
成
分
子
土
る
以
上
其
一
起
一
伐
に
左
右
さ
れ
る
事
が
甚
大
で
あ
あ
は
云
ふ
迄
も
な
い
o-
如
何
に
事
業
内
部
の
経
替
が
完
全
で
あ
の
J
て
も
、
財
界
の
援
到
に
針
し
無
関
心
で
あ
っ
士
な
ら
ば
換
言
す
れ
ば
業
経
済
的
活
動
に
し
て
財
界
扶
態
さ
の
調
和
島
失
す
ろ
な
ら
ば
事
業
口
被
続
の
憂
目
に
逢
也
ぜ
ざ
る
た
得
な
い
。
事
業
は
従
て
常
に
財
界
援
勤
に
深
甚
な
ろ
注
意
島
向
げ
今
財
界
が
如
何
な
ろ
mm態
に
有
り
弔
又
財
界
は
如
何
な
る
方
向
に
鑓
勤
ぜ
ん
さ
す
あ
唱
、
即
ち
其
傾
向
島
察
知
し
走
に
よ
っ
て
経
替
活
動
の
方
針
の
立
直
し
た
?
り
、
叉
財
界
に
週
臆
ぜ
る
計
剖
守
立
て
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
事
業
経
替
の
内
部
的
統
制
さ
財
界
推
移
へ
の
誼
臆
さ
は
呪
在
に
於
て
事
業
経
替
の
直
面
ぜ
ろ
円
取
大
重
要
事
に
属
す
5
0
此
貼
に
於
て
探
測
計
劉
は
一
日
も
忽
絡
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
で
あ
っ
?
之
が
科
皐
的
研
究
た
必
要
す
る
も
又
必
然
の
事
で
あ
る
O
H
M
-
J
F
4
E
S
氏
者
Z
旬
。
HO
PM門
戸
ロ
向
"
】
川
町
ロ
ロ
宮
間
ロ
ロ
仏
国
ロ
仏
m
a
z
m
Z
出
口
氏
ロ
何
回
国
Z
Pロロ明日・
E
2
2
口
上
越
の
需
要
に
臆
じ
丈
箸
ロ
さ
れ
土
る
著
作
で
あ
る
。
其
四一
一
O
題
目
が
示
ぜ
る
如
く
事
業
全
般
の
活
動
方
面
郎
ち
生
産
購
入
販
賢
財
務
管
理
に
渉
っ
て
探
測
計
割
及
ぴ
採
算
の
窓
義
必
要
及
ぴ
其
技
術
理
論
に
就
き
簡
潔
な
る
説
明
島
県
へ
て
ゐ
る
。
尚
三
本
書
は
事
業
経
替
、
に
営
っ
て
統
計
が
甚
六
重
要
な
ろ
喪
具
な
る
事
た
越
ぺ
統
計
的
方
法
に
就
て
も
柏
詳
し
く
越
べ
て
お
ろ
貼
は
注
意
為
要
す
る
。
訟
は
本
書
官
句
紹
介
す
ろ
意
味
に
於
て
其
第
一
第
二
章
島
聴
器
抄
銑
7
5事
さ
し
れ
。
序
に
本
書
の
結
構
お
示
ぜ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
‘
第
一
一
寧
緒
論
第
二
意
先
瓦
の
要
素
第
三
章
資
・
料
第
一
回
章
一
般
財
界
の
先
瓦
・
第
五
章
景
気
循
濃
第
六
章
統
計
的
分
析
第
七
草
闘
表
法
第
八
章
材
料
の
提
出
4
第
，
九
辛
相
闘
関
係
第
十
章
計
劉
の
技
術
第
十
一
章
箆
算
第
十
二
章
財
務
的
計
割
第
十
三
牢
貸
際
的
諜
算
第
十
四
章
'
購
入
計
劃
第
十
五
章
生
産
第
十
大
章
限
買
第
十
七
章
管
‘
理
¥ 
， -
最
近
に
至
っ
て
事
業
先
見
及
び
科
率
的
計
却
が
甚
だ
重
要
な
る
も
の
さ
な
る
に
至
っ
た
ο
而
じ
て
其
重
な
る
理
由
ざ
し
て
次
の
如
き
も
の
が
-
一
拳
げ
る
事
が
出
来
る
。
-
.
一
-
d
一
、
統
計
に
基
く
珠
測
及
び
・
計
劃
が
質
際
に
一
於
て
甚
r有
益
な
る
事
が
詮
明
白
d
る
〉
に
至
つ
一
た
事
。
二
、
企
業
組
織
が
漸
次
披
大
す
る
じ
一
つ
れ
て
経
緯
白
方
法
が
個
人
的
基
礎
よ
b
統
計
的
基
礎
に
移
る
に
至
っ
た
事
J
換
言
す
れ
ば
従
来
事
業
の
成
否
を
左
右
す
る
者
は
個
人
で
あ
っ
た
。
個
人
の
一
知
識
能
カ
技
術
の
如
何
は
事
業
、
の
勝
家
.
を
支
配
し
穴
の
で
あ
っ
た
。
然
る
℃
今
百
の
如
〈
企
業
形
態
と
ん
で
株
式
協
目
赴
組
織
が
会
勢
な
る
時
代
に
於
て
は
経
替
の
会
慢
に
渉
っ
て
る
指
揮
す
る
事
は
一
人
の
‘
能
く
す
る
所
で
は
な
い
O
業
手
足
ど
な
っ
て
活
動
す
る
者
を
必
要
ざ
す
る
は
勿
論
経
後
に
関
す
る
震
情
の
調
査
も
個
人
的
観
察
よ
り
は
寧
ろ
国
表
の
研
究
に
よ
っ
て
之
“
を
行
ふ
に
至
っ
た
。
一
三
、
近
時
に
至
り
各
種
産
業
問
に
緊
密
な
る
相
互
関
係
吾
、
生
じ
一
産
業
の
奥
底
が
程
度
こ
そ
異
な
れ
他
事
業
経
替
に
於
げ
る
探
測
さ
計
劉
の
産
業
に
影
響
す
る
に
至
っ
た
。
(
而
し
て
此
相
互
関
係
は
大
陸
統
計
的
に
計
量
す
る
事
が
出
来
る
。
)
之
震
に
原
料
よ
b
製
品
さ
な
り
製
品
が
消
費
さ
る
3
に
至
る
ま
で
の
過
程
が
絶
え
宇
波
大
せ
る
に
因
る
の
で
あ
る
O
一
四
、
景
気
循
環
又
は
各
産
業
に
在
一
つ
て
は
季
節
的
経
動
、
ご
し
て
表
は
る
需
要
供
給
の
不
均
衡
の
潟
じ
か
〉
る
急
激
な
る
綾
勤
ぞ
珠
測
し
之
に
備
へ
る
手
段
方
法
に
就
き
一
般
の
注
意
が
喚
起
3
る
、
に
至
っ
た
事
。
五
-
財
界
先
見
が
盆
々
盛
に
会
開
せ
ら
る
、
結
果
さ
し
て
裳
可
能
性
に
就
き
一
般
の
注
意
を
促
し
た
る
事
。
印
も
各
，
種
の
財
界
観
測
機
関
は
五
費
を
投
じ
て
業
業
績
ぞ
庚
告
し
て
ゐ
る
し
又
貸
業
率
校
に
於
て
も
統
計
的
議
測
の
原
理
に
関
す
る
課
程
を
教
授
す
る
に
至
っ
た
。
、
•. 
六
、
競
守
激
甚
な
る
結
局
粗
朱
な
る
推
量
方
泌
を
拾
て
K
A
事
買
に
基
ぐ
方
法
に
依
ら
ぎ
る
を
得
な
ぐ
な
っ
た
事
。
直
質
的
又
は
経
験
的
計
劃
は
今
や
到
底
事
買
に
基
け
る
計
劃
の
散
に
非
ぎ
る
事
が
明
芝
、
な
っ
た
。
守
如
斯
諸
積
の
原
因
に
よ
っ
て
財
界
先
見
及
び
科
拳
四一ニ一一
商
業
之
経
一
涛
J 
的
計
剖
は
盆
々
其
重
要
度
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
-
る
。
あ
ら
ゆ
る
研
究
は
定
義
よ
り
出
後
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
蕊
で
ち
先
づ
順
序
ご
し
て
珠
測
(
勺
B
色。民
o
p
)
な
語
の
怠
義
一
を
限
定
す
る
事
に
し
ゃ
う
。
泊
以
測
さ
は
賂
京
市
或
一
定
時
に
於
け
る
放
態
及
び
傾
向
の
現
在
的
推
測
で
あ
る
ご
定
義
す
る
事
が
出
来
る
o
而
し
て
其
僚
低
は
推
測
の
基
礎
ど
な
れ
る
・
材
料
が
正
確
な
る
か
又
充
分
な
る
か
に
依
る
の
で
あ
る
。
科
率
的
強
測
(ω
守口
8
0
℃芯品目。民
8
)
ご
は
賂
京
市
の
推
移
を
明
に
す
る
に
嘗
っ
て
其
議
測
の
将
来
に
影
響
す
ぺ
告
一
切
の
事
質
及
び
要
素
P認
識
せ
ん
さ
す
る
努
カ
を
一
宮
ふ
。
次
に
計
劃
εは
如
何
さ
一
宮
ふ
に
諜
測
さ
計
劃
εの
問
に
根
本
的
な
関
係
の
存
す
る
事
は
一
宮
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
兎
に
角
も
猿
測
怯
吾
大
の
支
配
し
得
る
も
の
な
る
さ
否
ご
を
問
は
争
認
識
し
得
る
多
数
の
原
因
の
結
合
に
基
い
て
賂
来
の
結
果
含
考
慮
す
る
も
の
な
る
じ
謝
し
計
劃
さ
は
単
に
現
在
の
妹
態
及
び
材
-
料
に
於
て
如
何
な
る
方
策
を
以
て
最
善
な
b
さ
す
る
か
其
採
る
べ
き
手
段
方
法
の
筋
書
を
書
ぐ
事
で
あ
四
三
ニ
る
。
印
も
珠
測
は
計
劃
の
手
引
き
に
外
な
ら
な
い
。
一
例
を
以
て
雨
者
の
関
係
を
示
す
な
ら
ば
滋
に
三
時
間
内
に
暴
風
雨
が
ホ
ゆ
る
事
を
珠
測
し
た
芯
す
る
。
暴
風
雨
自
身
は
之
を
如
何
芯
も
す
る
事
は
出
来
な
い
。
併
し
人
々
は
之
に
基
き
様
々
な
る
計
劃
を
樹
て
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
或
は
外
出
を
見
令
は
せ
る
乞
か
・
或
は
外
出
す
る
ご
し
て
も
傘
を
携
帯
す
る
芯
か
其
他
そ
れ
ん
¥
自
己
に
取
b
如
何
な
る
行
結
局
を
以
て
最
も
遜
蛍
な
る
も
の
な
る
か
を
考
へ
る
事
ぜ
な
る
。
別
品
一
一
口
を
以
て
一
宮
へ
ば
暴
風
雨
を
猿
測
し
た
る
場
令
若
し
傘
を
携
帯
す
る
も
雨
衣
を
持
表
せ
ゴ
る
場
合
は
如
何
1
雨
衣
の
み
念
持
委
す
れ
ば
如
何
i
外
出
を
止
め
れ
ば
如
何
、
其
他
如
何
な
る
行
匁
に
出
づ
れ
ば
其
結
果
は
如
何
、
さ
一
宮
ふ
撲
な
事
ま
・
で
も
珠
測
し
得
る
の
で
あ
る
。
a
是
佐
一
す
の
第
二
次
的
珠
測
に
基
き
暴
風
雨
ぜ
一
宮
ふ
が
如
き
珠
測
し
得
る
が
支
配
し
能
は
，
さ
る
事
故
に
鵠
し
如
何
な
る
行
動
に
出
づ
る
を
以
て
自
己
に
最
も
有
利
な
b
ゃ
を
比
絞
商
量
し
以
で
最
善
の
計
劃
ぞ
樹
て
る
事
が
出
来
る
。
之
に
反
し
工
場
経
替
の
場
合
の
如
〈
裳
結
果
を
猿
測
す
る
事
が
出
来
る
様
に
其
